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的特徴・傾向の抽出と評価にとどまっており，理論的・歴史的背景と制約の一
層深い検討をふまえた全両的なものとはいえない。ま?とそれは， r現代社会主
義的合理化」の課題・方法との関連，とりわけ共通性と差異性の統 的把握に
もとづいて体系的に展開されたものでもない。これら諸点の解明と， r現代社
会主義的合理化」像， とりわけ企業管理制度・組織についての積極的展開は今
後の課題である。
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